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虔
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
観
光

振
興
事
業
　
　
９
５
６
万
円

　
大
津
海
岸
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア
イ
ス
観
光

振
興
費
。
駐
車
場
の
整
備
に
５
４
７
万

円
、
案
内
看
板
・
ト
イ
レ
等
の
設
置
に

１
４
０
万
円
、
写
真
集
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
切

手
シ
ー
ト
の
購
入
等
を
行
う
観
光
協
会
へ

の
補
助
に
２
６
９
万
円

虔
豊
頃
町
歯
科
診
療
所

備
品
購
入
　
　   

８
１
万
円

　
内
視
鏡
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
購
入

虔
大
雨
に
よ
る
町
道
災
害

復
旧
費
　
　
　
３
０
０
万
円

　
７
月
初
め
の
大
雨
被
害
に
伴
う
災
害
復

旧
費
（
一
般
会
計
補
正
第
４
号
・
専
決
処

分
）

　
住
宅
の
新
築
・
中
古
住
宅
の
購
入
者
へ

の
補
助
費
を
対
象
件
数
の
増
加
に
よ
り
追

加
補
正

虔
定
住
促
進
等
住
宅
取
得

補
助
　
　
　
　
１
１
６
万
円

虔
町
道
維
持
補
修
工
事

　
　
　１
千
６
８
０
万
円

　
町
道
３
路
線
の
維
持
補
修
費
用
を
追
加

虔
畑
作
構
造
転
換
事
業

補
助
金
　
２
千
２
２
５
万
円

　
省
力
化
に
つ
な
が
る
農
業
用
機
械
を
導

入
す
る
組
織
へ
の
補
助

補
正
予
算
の
主
な
も
の

補
正
予
算
の
主
な
も
の

※
表
示
の
金
額
は
、
１
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

※
専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
開
く
時
間
的

余
裕
が
な
い
と
き
な
ど
、
議
会
に
か
わ
っ

て
町
長
が
処
分(

決
定)

す
る
こ
と
。

会　　計　　名 補　正　額 総　　　　額

一　 般　 会　 計 ( 第 4 号 ) 300万円 46億1千  21万円

一　 般　 会　 計 ( 第 5 号 ) 1億341万円 47億1千362万円

国民健康保険特別会計 ( 第 2 号 ) 487万円 5億7千997万円

介護保険特別会計 ( 第 1 号 ) 814万円 3億8千837万円

医療施設特別会計 ( 第 1 号 ) 93万円 1億2千662万円

簡易水道特別会計 ( 第 1 号 ) 435万円 2億9千617万円

公共下水道特別会計 ( 第 1 号 ) 240万円 2億6千861万円

９月定例会
　第３回定例会は、９月４日から開会され、町長から提案のあった補正予
算など14議案を、いずれも原案どおり可決し、10日に平成29年度各会計
決算審査、12日に一般質問等を行って閉会しました。

予 算
補 正
予 算
補 正
予 算
補 正

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
９
月
定
例
会 

補
正
予
算

役
場
だ
よ
り
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大
崎
英
樹
議
員
　
舗
装
工
事
に
つ

い
て
、
工
事
の
数
が
多
す
ぎ
て
施
工
業

者
の
手
が
回
ら
な
い
と
聞
く
が
。

　
今
年
度
の
工
事
に
お
い
て
そ
の

よ
う
な
話
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

現
状
把
握
を
行
っ
た
上
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

小
笠
原
茂
人
議
員
　
歯
科
診
療
所

に
購
入
す
る
備
品
は
、
新
規
に
導
入
す

る
も
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
は
医
師
個
人
の
家
庭

用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
い
た

が
、
画
質
が
粗
い
な
ど
不
十
分
な
こ
と

か
ら
導
入
す
る
。

平
成
29
年
度
決
算

大
崎
英
樹
議
員
　
基
金
残
高
は
、

決
算
時
点
に
お
い
て
、
約
47
億
９
千
万

円
で
あ
る
が
、
積
立
て
額
の
目
標
は
。

　
教
育
施
設
、
消
防
施
設
、
公
共

団
体
の
施
設
の
建
替
え
を
見
す
え

て
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。
金
額
を

示
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と

も
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し
た
上
で
、

さ
ら
に
普
通
交
付
税
の
収
入
額
程
度

（
平
成
29
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、
約

21
億
３
千
万
円
）
は
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大
崎
英
樹
議
員
　
災
害
対
策
や
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
化
し
た
基
金

を
新
設
し
て
は
。

　
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
へ
の
積

立
て
を
道
内
各
自
治
体
と
と
も
に
行
っ

主
な
審
議
内
容

平
成
30
年
度
補
正
予
算

大
崎
英
樹
議
員
　
ジ
ュ
エ
リ
ー
ア

イ
ス
観
光
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
駐
車

場
整
備
に
よ
り
駐
車
台
数
は
ど
の
く
ら

い
増
え
る
の
か
。

　
約
40
台
分
の
駐
車
が
可
能
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
他
、
民
有
地
を

借
り
て
駐
車
場
を
用
意
す
る
な
ど
観
光

客
受
け
入
れ
へ
の
対
策
を
図
り
た
い
。ジュエリーアイス観光客への駐車場

【単位：円】各会計の歳入歳出決算額
会　計　名 歳入総額 歳出総額 差　引　額 翌年度繰越額 実質収支額

一 般 会 計 5,214,319,460 5,117,244,893 97,074,567 4,901,000 92,173,567

国民健康保険特別会計  645,789,724 591,440,727 54,348,997 0 54,348,997

介 護 保 険 特 別 会 計  375,653,495 353,651,672 22,001,823 0 22,001,823

後期高齢者医療特別会計 58,397,482 58,255,427 142,055 0 142,055

医 療 施 設 特 別 会 計 98,868,904 98,692,366 176,538 0 176,538

簡 易 水 道 特 別 会 計 239,957,193 233,492,846 6,464,347 0 6,464,347

公 共 下 水道特別会計 267,699,241 265,507,214 2,192,027 0 2,192,027

　平成29年度一般会計ほか６特別会計の歳入歳出決算は、町監査委員の決算審査意見書とともに
議会に提出され、本会議において審議を行った結果、各会計とも認定することに決定しました。
　各会計の決算額は、上記のとおりです。

決算を審査認定平成29年度

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
平
成
29
年
度
決
算
を
審
査
認
定
ほ
か

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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て
い
る
。
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て
は
、
現
状
の
教
育
振
興
基
金
に
よ

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

岩
井
明
議
員
　
国
民
健
康
保
険
税

の
徴
収
に
お
い
て
、
給
与
の
差
し
押
さ

え
を
実
施
し
て
い
る
が
、
法
令
に
基
づ

き
、
生
活
に
影
響
な
い
部
分
に
限
っ
た

差
し
押
さ
え
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
納
税
相
談
等
を
行
っ
た
の
ち
、

一
定
以
上
の
収
入
が
あ
り
な
が
ら

納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
、
法
令
等
の
基

準
に
よ
り
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
差
し

押
さ
え
を
実
施
し
て
い
る
。

大
谷
友
則
議
員
　
町
立
医
院
、
歯

科
診
療
所
の
診
療
報
酬
収
入
が
、
平
成

28
年
度
と
比
べ
て
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

　
町
立
医
院
の
診
療
報
酬
収
入

が
平
成
28
年
度
の
約
９
割
と

な
っ
て
い
る
。
理
由
は
、
町
の
人
口
や

全
体
医
療
費
の
減
少
、
健
康
診
断
の
受

診
勧
奨
等
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、医
師
の
交
代
が
あ
っ
た
が
、

患
者
の
評
価
は
様
々
で
あ
り
、
必
ず
し

も
そ
れ
が
理
由
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
　
教
員
の
働
き
方
改
革

へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
国
、

道
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
、「
豊
頃
町
立
学
校
に

お
け
る
教
職
員
の
働
き
方

改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
平
成
32
年
度
末
ま

で
に
１
週
間
当
た
り
の
勤

務
時
間
が
60
時
間
を
超
え

る
教
員
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。

Ｑ
　
教
員
の
勤
務
実
態
の
把
握
方
法
は
。

Ｑ
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

へ
の
対
応
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
配
置

し
て
い
な
い
。
児
童
生
徒
の
悩
み
相
談

等
は
、
担
任
教
員
、
校
長
、
教
頭
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
が
、
必
要
と
な
る
事

案
が
発
生
す
れ
ば
十
勝
教
育
局
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
教
員
が
部
活
動
の
顧
問
を
担
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
が
、
今
後
の
対
応
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
本
町
で
は
、部
活
動
指
導
員
と
し
て
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
と
剣
道
に
そ
れ
ぞ
れ
１

人
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
。
可
能
な

限
り
導
入
を
進
め
た
い
が
、
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
の
中
、
恒
常

的
に
部
活
動
を
指
導
で
き
る
人
を
見
つ

け
る
こ
と
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
教
員
が
産
育
休
や
病
休
、
介
護
等

の
た
め
に
休
暇
を
と
る
と
き
の
代
替
教

員
等
の
対
応
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
町
内
で
は
、
２
人
の
教
員
が
育
児
休

暇
中
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
臨
時
教
員

の
配
置
を
受
け
て
対
応
し
て
い
る
。
一

方
、
十
勝
管
内
で
は
、
４
人
の
代
替
教

員
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
。
十
勝
教
育

局
と
十
分
協
議
し
、
健
全
な
学
校
体
制

が
維
持
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。◦

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

は
、
子
ど
も
の
臨
床
心
理
に
関
す

る
専
門
知
識
及
び
経
験
を
有
し
、

学
校
に
配
置
さ
れ
、
子
ど
も
・
教

員
・
保
護
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
し
て
心
の

悩
み
や
い
じ
め
・
不
登
校
等
の
未

然
防
止
、
早
期
発
見
を
図
る
人
。

◦
部
活
動
指
導
員
と
は
、
部
活
動

の
指
導
の
充
実
と
教
員
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
中
学
校
・
高
校

に
お
い
て
部
活
動
へ
の
日
常
的
な

指
導
を
行
う
者
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
出
勤
簿
に
よ
り
勤
務
実
態
の
把
握
を

行
っ
て
い
る
。
勤
務
時
間
は
、
管
理
職

の
現
認
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
十
勝
教
育
局
が
試
作
中
の

出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
や
タ
イ
ム
カ
ー

ド
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

豊頃小学校の様子

岩井　　明  議員 

教員の勤務実態は
広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問

役
場
だ
よ
り
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大津小学校の図書室

土木工事の様子

Ｑ
　
読
書
活
動
の
推
進
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
今
年
３
月
に
「
豊
頃
町

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の

中
で
は
、
各
学
校
で
の
朝

読
書
や
出
前
読
み
聞
か
せ

会
の
推
進
、
乳
幼
児
健
診

時
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
等
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
文
字
を
覚
え
る

時
期
で
あ
る
保
育
所
年
長
児
に
本
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業

の
取
組
み
を
進
め
た
い
。

Ｑ
　
学
校
の
蔵
書
冊
数
が
、
国
の
基
準

に
満
た
な
い
学
校
が
あ
る
が
対
策
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
図
書
館
の
蔵
書
図
書
の
貸
し
出
し
に

よ
り
補
っ
て
い
る
。図
書
購
入
予
算
は
、

教
育
予
算
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
て
検

討
し
て
お
り
、
引
き
続
き
予
算
編
成
の

中
で
協
議
を
進
め
た
い
。

Ｑ
　
建
設
・
土
木
業
で
は
、

人
手
不
足
に
よ
り
業
務
内

容
を
見
直
す
会
社
が
あ
る

が
、
業
界
活
性
化
へ
の
対

策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
建
設
・
土
木
業
の
み
な

ら
ず
、
人
手
不
足
は
、
町

の
産
業
全
体
の
課
題
で
あ

る
。
町
の
事
業
の
計
画
的

な
発
注
に
よ
り
、
人
手
確

保
に
役
立
つ
よ
う
努
力
し
た
い
。
し
か

し
、
町
が
発
注
す
る
事
業
費
が
減
少
傾

向
に
あ
る
現
状
で
は
、
他
市
町
村
の
仕

事
を
受
注
し
な
け
れ
ば
活
性
し
な
い
の

で
は
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
共
同
企
業
体
に
よ
る
入
札
参
加
は

可
能
か
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
工
事
内
容
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

形
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
毎
年
、
年
間
通
じ
て
計
画
的
に
工

事
を
発
注
す
る
よ
う
配
慮
を
。

Ｑ
　
学
校
に
司
書
教
諭
を
配
置
す
る
考

え
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
法
令
に
よ
り
、
11
学
級
以
下
の
学
校

に
は
配
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
配
置
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
読
書

推
進
の
観
点
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
長
時
間
す
る

こ
と
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ

り
、
読
書
に
向
か
わ
な
い
子
ど
も
へ
の

対
策
は
。

Ａ
　
山
本
教
育
長

　
子
ど
も
の
読
書
週
間
の
啓
発
や
ノ
ー

テ
レ
ビ
デ
ー
の
実
施
を
通
し
て
、
家
庭

の
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
進
む
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
で
き
る
だ
け
配
慮
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
商
店
街
に
は
後
継
者
の
い
な
い
店

舗
が
多
い
が
、
対
策
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
店
を
守
る
、
町
を
守
る
と
の
考
え
方

に
よ
り
、
必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　
各
店
舗
の
経
営
は
、
自
助
努
力
に

よ
る
改
善
が
難
し
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し

て
営
業
で
き
る
よ
う
、
抜
本
的
な
施
策

が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
商
工
会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
各
店
舗
が
生
き
残
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
。

大谷　友則 議員 

小笠原茂人 議員 

児童生徒の
　読書活動の推進は

産業の担い手確保
育成対策は

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
一
般
質
問

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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Ｑ
　
茂
岩
高
台
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
総
合
的
な
検
証

と
整
備
の
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
野
球
場
は
、
練
習
試
合

等
で
町
外
者
が
利
用
し
、

サ
ッ
カ
ー
場
は
、
昨
年

６
千
人
を
超
え
る
利
用
が

あ
っ
た
。
合
宿
等
で
の
利

用
を
伸
ば
す
に
は
、
宿
泊

施
設
の
利
用
が
な
け
れ
ば

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
学
校

施
設
の
あ
り
方
を
考
え
る
「
豊
頃
町
学

校
校
舎
等
建
築
検
討
委
員
会
」
の
中
で

も
、
運
動
施
設
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ

い
て
い
る
。

Ｑ
　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
全
国
で
は
合
宿
の
誘
致
合

戦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
施
設
整
備
に
よ

り
、
利
用
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
考

え
る
が
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
学
校
施
設
の
建
て
替
え
の
問
題
と
合

わ
せ
て
、
豊
頃
小
学
校
、
豊
頃
中
学
校

の
野
球
場
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
を

学
校
近
く
に
整
備
し
、
茂
岩
高
台
の
野

球
場
は
、
サ
ッ
カ
ー
場
や
運
動
広
場
に

転
換
す
る
な
ど
様
々
な
案
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の

取
り
壊
し
を
検
討
す
る
な
ど
、
茂
岩
高

台
全
般
の
利
用
を
総
合
的
に
見
直
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
、
サ
ッ
カ
ー
場

を
ラ
グ
ビ
ー
に
も
使
用
さ
せ
る
な
ど
再

整
備
の
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
教
育
委
員
会
と
協
議
を
進
め
な
が

ら
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
　
町
が
誘
致
し
た
企
業

の
現
状
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
主
な
誘
致
企
業
で
あ
る

ア
イ
シ
ン
精
機
は
、
平
成

４
年
に
町
内
で
事
業
を
開

始
以
来
、
関
連
企
業
の
社

員
の
定
住
や
小
学
生
へ
の

も
の
づ
く
り
講
座
の
開
催

な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
ユ
ー
ラ
ス
豊
頃
太
陽
光
は
、

町
内
で
太
陽
光
発
電
事
業
を
展
開
し
、

本
町
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
両
社
の
進
出
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た

固
定
資
産
税
収
入
が
得
ら
れ
る
な
ど
本

町
に
と
っ
て
大
切
な
企
業
で
あ
る
。

Ｑ
　
エ
コ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
現
状
と
今
後
の
動

向
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。同
社
が
製
造
す
る
バ
イ
オ
燃
料
は
、

町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
も
利
用
し
て
き

た
が
、
現
在
は
停
滞
し
て
い
る
。

Ｑ
　
エ
コ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
に
対
し
て
可
能
な
範

囲
で
行
政
か
ら
指
導
を
行
う
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
行
政
が
指
導
す
る
考
え
は
な
い
が
、

前
進
す
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

茂岩山自然公園のスポーツ施設

Ｑ
　
平
成
27
年
12
月
定
例

会
の
一
般
質
問
で
同
じ
質

問
を
し
た
が
、
そ
の
後
の

検
討
経
過
と
設
置
の
考
え

は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
十
勝
管
内
の
状
況
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
帯
広
市

が
設
置
済
み
、
芽
室
町
が

計
画
中
、
そ
の
他
の
町
村

は
今
後
検
討
等
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
町
民
か
ら
の
要
望
等
は

な
く
、
宗
教
的
な
面
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
大
変
難
し
い
問
題
と
認
識
し
て
い

る
。
な
お
、
茂
岩
高
台
の
墓
地
に
は
、

供
養
の
碑
と
い
う
身
元
不
明
者
等
を
納

め
る
墓
が
あ
り
、
町
に
お
い
て
毎
年
お

参
り
を
し
て
い
る
。

Ｑ
　
合
同
墓
（
塚
）
設
置
に
対
す
る
今

後
の
考
え
は
。

Ａ
　
宮
口
町
長

　
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、
墓

の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
合
同
墓
（
塚
）
は
、
一
旦
埋

葬
す
る
と
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

や
、
宗
教
の
問
題
な
ど
多
く
の
問
題
が

あ
り
、
他
市
町
村
の
動
向
も
参
考
に
し

な
が
ら
、今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大崎　英樹 議員 

スポーツ・部活動招致
への施設整備は

誘致企業の現状と
今後の動向は

合同墓（塚）の設置は

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
一
般
質
問

役
場
だ
よ
り
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調
査
当
日
は
、
町
内
の
10
圃
場
８
作

物
に
つ
い
て
１
圃
場
ご
と
の
作
物
の
草

丈
、
着
筴
数
な
ど
の
生
育
状
況
や
、
病

害
虫
の
発
生
状
況
、
農
作
業
の
進
捗
状

況
及
び
今
後
の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　
本
年
は
、
馬
鈴
薯
の
植
付
作
業
や
て

ん
菜
の
移
植
作
業
、
豆
類
の
は
種
作
業

は
平
年
よ
り
や
や
早
く
終
了
し
た
が
、

６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
の

低
温
・
多
雨
・
日
照
不
足
に
よ
り
豆
類

に
生
育
の
停
滞
な
ど
の
影
響
が
出
て
い

る
。

　
調
査
時
点
で
の
作
物
ご
と
の
生
育
状

況
は
、
て
ん
菜
は
、
病
害
の
発
生
は
少

な
く
、
根
部
の
肥
大
も
順
調
に
進
ん
で

お
り
平
年
以
上
の
収
量
が
見
込
ま
れ

る
。
馬
鈴
薯
は
、
６
月
か
ら
７
月
上
旬

の
降
雨
に
よ
り
茎
長
が
軟
弱
徒
長
し
、

一
部
ほ
場
で
は
倒
伏
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
芋
の
肥
大
は
順
調
で
平
年
並
の
収

量
が
期
待
さ
れ
る
。
豆
類
は
、
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
や
や
早
く
終
了
し
た

が
、
６
月
中
旬
の
低
温
に
よ
り
生
育
が

遅
れ
、
茎
長
が
短
く
莢
数
も
平
年
を
下

回
っ
て
お
り
、
収
量
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
。

　
牧
草
は
、
一
番
草
は
、
長
雨
に
よ
り

収
穫
作
業
が
遅
れ
た
も
の
の
収
量
は
平

年
よ
り
や
や
多
か
っ
た
が
、二
番
草
は
、

追
肥
作
業
の
遅
れ
と
少
雨
の
影
響
に
よ

り
生
育
が
や
や
緩
慢
で
あ
る
。
デ
ン
ト

コ
ー
ン
は
、
草
丈
が
平
年
よ
り
短
く
、

収
穫
量
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
な
お
、
現
地
調
査
は
行
わ
な
か
っ
た

が
、
す
で
に
収
穫
作
業
の
終
了
し
た
秋

ま
き
小
麦
は
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
の
適
度
な
降
雨
と
高
温
に
よ
り
平
年

並
の
収
量
と
な
っ
た
が
、
６
月
の
日
照

不
足
の
影
響
に
よ
り
、
品
質
は
細
麦
傾

向
に
あ
っ
た
。

　
調
査
時
点
で
の
状
況
は
以
上
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
今
後
の
台
風
等
に
よ
り

作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
は
、
病
害
虫

に
よ
る
被
害
、
霜
の
降
り
る
時
期
に

よ
っ
て
は
豆
類
の
収
穫
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
全
町
的
に
中
長
期
的
な
明
・
暗
渠
排

水
な
ど
の
農
地
基
盤
整
備
対
策
に
よ

り
、
安
定
的
な
収
量
確
保
に
向
け
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
本
格
的
な
収
穫

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
農
作
業
事
故
の

注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
関
係
機
関
等
を

通
し
て
指
導
の
徹
底
を
求
め
る
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

８
月
24
日
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
相
澤
昌
幸
委
員
長
）
は
、「
農

作
物
の
作
況
に
つ
い
て
」、
豊
頃
町
農
業
改
良
推
進
協
議
会
の
作
況

調
査
に
同
行
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

農作物作況調査の様子

　定例会や臨時会などの会議の内容
は、会議録に詳細に記録されています。
　ご覧になりたい方は、町ホームペー
ジを閲覧されるか、議会事務局へお問
い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待ちし
ております。

T E L　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

議
会
広
報
づ
く
り
を
学
ぶ

　
８
月
22
日
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
議

会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
を
担
当
す
る
議
会
運
営
委

員
会
委
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
道
か
ら
１
０
３
町
村
、
５
２
５
名

の
議
員
や
職
員
が
出
席
し
、
広
報
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政
明
氏
を
講
師
に

迎
え
「
住
民
に
読
ま
れ
伝
わ
る
議
会
広

報
の
基
本
と
編
集
」
と
題
し
、
事
前
に

提
出
さ
れ
た
10
町
の
広
報
紙
に
対
し
、

評
価
す
べ
き
点
や
改
善
す
べ
き
点
を

多
く
の
実
例
を
交
え
た
説
明
が
あ
り
、　

住
民
に
伝
え
る
か
ら
伝
わ
る
広
報
紙
づ

く
り
を
学
び
ま
し
た
。

北海道町村議会議長会主催広報研修会

会議の詳細は会議録で

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り
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９
月
16
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都
市
で

あ
る
富
山
県
滑
川
市
か
ら
上
田
昌
孝
市

長
、
原
明
議
長
、
石
坂
稔
産
業
民
生
部

長
、
岡
本
修
治
議
会
事
務
局
長
が
、
福

島
県
相
馬
市
か
ら
佐
藤
憲
男
副
市
長
、

石
橋
浩
人
副
議
長
、
吉
田
絵
里
子
企
画

政
策
部
秘
書
課
主
査
、
三
瓶
望
議
会
事

務
局
主
査
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
町
し
た

皆
様
は
、
と
よ
こ
ろ
産
業
ま
つ
り
に
参

加
さ
れ
た
の
ち
、
本
町
議
員
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

滑
川
市
議
会
議
長
・

相
馬
市
議
会
副
議
長
来
町産業まつりに参加する上田市長、原議長（左から）、

石橋副議長、佐藤副市長（右から）

︹
８
月
︺

22
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会
～
札
幌
市

23
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
議
長
研
修

会
　
　
　
　
　  

　
　
～
大
樹
町

24
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
農
作
物
作
況
調
査
）

27
日
　
比
布
町
議
会
行
政
視
察
来
町

29
日
　
議
会
運
営
委
員
会

︹
９
月
︺

４
日
　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

10
日
　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
平
成
29
年
度
決
算
認
定
）

12
日
　
第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
、
意
見
書
、
そ
の
他
）

16
日
　
滑
川
市
議
会
議
長
、
相
馬
市
議
会

副
議
長
来
町

︹
10
月
︺

24
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
所
管
事
務
調
査
）

26
日
　
札
幌
豊
頃
会
　
　
　
　
～
札
幌
市

◎
今
後
の
予
定

︹
11
月
︺

６
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催
議
員

　
　
　
研
修
会
　
　
　
　 

　 

～
芽
室
町

10
日
　
東
京
豊
頃
会
　
　
　
　
～
東
京
都

21
日
　
全
国
議
長
大
会
　
　
　
～
東
京
都

22
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　（
所
管
事
務
調
査
）

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

︹
12
月
︺

５
日
　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
） 

12
日
　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

意　見　書

①　林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・

強化を求める意見書

②　JR根室線の早期災害復旧と路線維持を求める意見書

　①は産業厚生常任委員会にて審議のうえ常任委員会委員長で

ある相澤昌幸議員から、②は小笠原茂人議員から提案説明され、

いずれも原案のとおり可決し、関係省庁に提出されました。

提案説明する相澤昌幸議員（左）と小笠原茂人議員（右）

議

会

コ

ラ

ム

　
議
会
を
傍
聴
す
る
に
は
？

　
議
会
は
原
則
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
誰
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
傍
聴
す
る
方
は
、
本
会
議

の
当
日
に
役
場
４
階
の
議
会
事
務
局

前
に
あ
る
傍
聴
人
受
付
簿
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
で
傍
聴
席
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
傍
聴

で
き
る
よ
う
議
案
書
等
の
資
料
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。な
お
、

部
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先
着
順

と
な
り
ま
す
。

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
意
見
書
▽
議
会
日
誌

役
場
だ
よ
り


